
6．朝鮮戦争と米国軍用無線機

第5章では，大東亜戦争で日本の主敵となった米国

の軍用無線鴇について，そのバック・グランド，陸軍

用無線機，海軍用無線構，それに陸・海軍で使用され

た初期のAN／ARCシリ檜ズについて解説した。

本章では，朝鮮戦争時における米国軍用無線機につ

いて話しを進めたい。

ANが頭に付いている機器は，米国陸・海・空軍で

使用されているので，軍種を分けないで解説すること

にする。

（1）第2次世界大戦の終結と朝鮮戦争

1945年8月15日，日本のポツダム宣言受諾によって

節2次世界大戦は終結した。

日本の継戦能力見積りの誤りと，米国で大豊生産方

式が軌道に乗っていたため，軍用無線機を含む軍用物

資はこの時点で米軍の補給倉庫群を満していた。

その後，第2次大戦中の軍用物資は，軍用余剰品と

して民間に放出されることになり，戦後のハムの再開

に貢献したことはすでに述べた。

第2次世界大戦を通して，技術革新が進行し，電子

管の分野も拡大強化された。

戦後はこの技術が民間にも公開されて，電子管は黄

金時代を迎えることになる。

また，1948年にはトランジスタの発明が公表され，

半導体時代の第一歩が踏み出された。

このように平和な時代が続くかに見えた時，1950年

6月25日の北朝鮮軍による38度繰突破により国際的紛

争，北朝鮮軍と国連軍による一般には朝鮮戦争と呼ば

れている戦争が勃発した。

国連軍の主力を成し七いた米国は，第2次大戦後も

軍用機蘭の研究，開発を進めてはいたが，1945年の第

2次大戦の終結から1950年の酌鮮戦争勃発の間に節2

次大戦中と同様に新型の無線機群を部隊に配鮒するま

でには至っていなかった。

この間の事情を，当時軍用機器として高く評価され

始めたコリンズ社製に例をとって話しを進めよう。

コリンズ社が1945年から1950年にかけて軍に納入し

た無線機器は次のようなものであった。
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（91941～1946：TDHrl～r4（3kW phone，5kW

CW，2～18　MHz autotUned trans・

111itter）

②1941～1946：A N／A R T－13（airborne

autotuncd，2～18MHzlOO W trans■

lnitter）

③1942～1946：TCZ（groundversiollOfART・13）

④1944～1946：A N／A R Cー2（2～9　MHz，

autotuned　30　W airborne transmit・

ter）

（91946～1952：AN／ARC－27（airborne1750　ch

UHFlOW transceiver）

⑥1947～1950：AN／FRT，5（15kW，4～26MIJz

CW transmitter）

⑦1947～1951：AN／FRT－6（40　KW，4～2号

MHz CW trallSmitter）

⑧1949～1954：A N／G R C－27（groud station

UHFtranceiver）

等で，戦後の新型と目されたR－389／URR，R－

390／URR，R－391／URRがやっと1950年に入って

納入を開始する段階に連していただけであった。

なお，1945年から1950年の同じ時期に民生用として

商用またはハム用に発売された無線機器は数多いが，

その中でハム用およびハムが使用した機器は，

51J－1（1945～1948），30K（1945～1948），32V－1

（1946～1948），75A－1（1947～1949），KW S－1

（1948～1966），32V－　2（1949～1950），75A－2

（1949～1951）．51J－2（1949），KW－1（1949～1950）

等であった。

また．1947年にはメカニカル・フィルタが開発され

た。

以上の例が示すように，朝鮮戦争勃発時には第2次

大戦中に使用し，戦後各地の補給倉庫に保管していた

無線機器を搬出して，前線に配備せざるを得ない状況

であったといえる。

国際的紛争は，1953年7月27日の休戦協定で一応収

ってはいるが，38度線を境としての睨み合いは現在も

続いている。

さて，戦争勃発時の状況については（その62）の3）

で，BC－610とSCR－399を運用した例を載せている

ので参考にされたい。

（2）朝鮮戦争期間中の開発．納入，配備

1950年6月25日の紛争勃発から1953年7月27日の休

戦までの戦争糊間中に，米軍に納入されたコリンズ製

の無線機器は次のようなものであった。

①1950～1953：R－389／URR（LF Signal Corps

receiver）





第2固　R－388のブロックダイアグラム

ドでもl kHzが読み取れるという当時としては画期的

な受信機であった。

川　用途：固定および野搬軍用

（2）周波数範囲：500kHz～30．5MHz

（3）バンド数：各1MHz毎，30バンド

（4）中間周波数：IF－111．5～10．5MHz

IF－2　3．5～2．5MHz

2．5′｝1．5MHz

IF－3　500kHz

（5）方式：スーパーヘテロダイン

RFl－MI X－I F3－AF2

（6）ラインアップ：第2図参照

（7）所要電源：115／230V　45～70Hz，85W

（8）寸法：19×10・1／2xl3・1／4インチ

第1図　R－390／U R Rの前面パネル
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一一というオーディオ出力レベル・メーターが配置さ

ていて，スピーカー端子の山力ではなく，600nライ

の屋内放送系のきlリブレベ′レを監視するメーターであ

Lil1eLevelメhターの下のJ3aIldWidthは6段切

5－Oj　のスイッチで・挟神域3段はクリスタル・フィルタ，
‥00粁S

他の3段はLC同調によるバンド幅の切換を行ってし

る。

¶－RFG〕川Tf♭

8十180VDナ・

第3回　R－390／URRのフロックダイヤグラム

ALldiuI軸）川Seは3ポジションあり，Sl－叫）：80帆

のバンドパス・フィルタ，MedeMll：3．5kHzのローバ

ス・フィルタの・甘域制限そJLにWi。e‥柚正なしの3段

切換である。

AGC・AutomaticGainControlも3ポジションあ

。・SL（｝W・Mcdeum・Fastの3段階を切換えて，電波

型式やフェージングの同期に合うようにして使用す

る。日。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

BrealくInスイッチは・0■1にするとフル・ブレークイ

ンが可能である。

Functionスイッチの4段目は．CaIibrationポジショ

ンで，100川Z毎にマーカーが出る05段目にはSqueIch

ポジションがあり，待ち受け受信に使用する。

川　用途：同定及び野戦軍用

吻　周波数純閉：50裾1Z～32．nMHz

（3）バンド数‥32バンド（各lMflz）

ターレット切換による

仰　中間周波数：IFl・・・9MIIz～18MI－Iz

IF2・‥2MHz～3MHz

I F3…455kHz

H【GACYCL【CHA鵬亡
r　－‾‾■■‾　■－－－　－－．＿－。」＿．－　－　」　＿＿
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付けられているチョウ・ネジの締め付けにより行われ，

締め付けた時には内蔵のドライブ・モーターと結合し

てAutoになり，このチョウ・ケジを纏めると持合が外

れてManua】となって，Rr390と同様にMatlual（手動）

操作ができる。

R→391の仕様は，メカニカル・オートチューン・シ

ステムを除くとRェ390と同じ仕様であるので省略する。

1ト391は，8chのプリセット運川という特殊な川速

の機器のため，製造台数はR－390と比べると極めて少

くなっている。

4．R－390A／U R R MF～H F Recejver

Iト390Aは，米陸軍のSignalCorpsFT］として開発さ

れた通信型受信機である。

R－390は．前号で述べたように価格が5．000ドル／1

台という高価格で，当時の技術をフルに生かして集大

成された受倍隣であったためにオーバー・スペック（地

球の最ぷ距離は約20000kmのたれ20000hl以上の倍号を対象

又は受信できる機器はover speCification：オーバ一・・・スペ

ックである）気味であったといわれている。

米陸軍のSignalCorpsは，第2次大戦巾の通信型受

信機を1ト390タイプに換装するため数万台を必要とし

ていたので，R－390をスペック・ダウンして，吊への

納入価伯を4，00nドル／1台に下げたタイプをコリンズ

に発注し，1951年に完成したのがR－390Aであった。

Ⅰト390Aの前面パネルは第1回のとおりで．ダイヤ

ル等の配肌について説明を加えておこう。

R－390をスペック・ダウンして，価格を下げたR－390

Aの前面パネルは，R－390のパネル面の操作が人間工

学的に完成されたものであったため，基本的には同じ

配置を踏製している。

ただし，多少の相異点があるので，その点について

のみ説明する。

まず，R－390と1ト390Aを一見して区別できるのが

ANT．TRIM（アンテナ・トリーマー）の位置関係

である。

R－390Aは，ANT．TIHMが中央のメカニカル・

カウンターの上に移され，R－390の銘板の場所に聞か

れた。そのため，Iト390Aの銘板はANT．TRIM

ツマミと中央のメカニカル・カウンターのlij】にセット

されている。

ANT．TRIMが移動してパネル中央右側のスペ

ースが空いたため，FUNCTIONスイッチの位置

がⅠト390ではLIMITERスイッチの下で左州に少

し寄っていたが，Ⅰト390Aでは右脚に少し寄せること

によってスイッチ畑のバランスが極端にくずれないよ

うに配慮されている。

R－390Aは，R－390の回路構成を仙格の低下分すな

わち80％位受けて簡里化されているが．前面パネルの

－214－

ダイヤル，スイッチ新の数は変っていない。

しかし，スイッチの表示が2ヶ所簡略化されている

1つは，Sque）ch回路が取り外さJしているため，FuIIC・

ti（）Ilスイッチの5段目にあったSr押elchの表示がなく

なっている。

もう1つは，Audio Resl）（HlSeスイッチで，R¶390の

3段階（Sharp．Medium，Widc）から，11－390Aは2段

階（SllarPとWide）に変更されている。

詳紬にパネル面をチェックすると，R－390では表面

のネジ4偶でシャーシを止めているが，R－390Aには

表面にネジが16個使われている。その他　パネルの厚

さ等も多少異っているようだが，規格内であろう。

いずれにしても，改修記月の八が付いているために

Ⅰト390の改良型と考える向きが多いが．それはHI掛－

で，例えばTS十820S伯腱勘とTS－830S（普及型）

の牒I係ととらえていただきたい。

（1）川途：固定及び野戦即用

（2）周波数範閉：帥01くHz～32．OMHz

（3）バンド数：32バンド（各1MHz）

ターレット切換による

（4）中間周波数：l Fl・・・17．5MHz～25MHz

I F2…2．5MtIz～Z MHz

（】oW band）

3MIIz一一2M廿h

（other band）

I F3…455kHz

（5）方式：スーパーヘテロダイン

RFlルMIX－－I F4－AF3

（6）ラインアップ：第2回ブロックダイヤグラム

参照

（7）所斐電源：115／230V AC±10％48～62Hz

225W（oven or川寺140W）

（8）寸法：19×10・15／32×16・19／32インチ

（9）重出：75ポンド

（畑　その他：低い8バンドはトリプル・ス十パ、－，

9～32バンドはダブル・スーパーヘテ

ロダイン

電波型式はAl，A2，A3，A9（C

V－157／URR SSBコンバータ接

続）接続方法は第3図参照，Fl（C

V－116／URR FSKコンバータ接

続）接続方法は第4図参照

選択度は100Hz，l kHz，2ltHz，4

klLIz，8kHz，16kHzの6段階切換

で，100Hzと1kHzの2段はクリスタ

ル・フィルタを使用，Z kHz，4

kHz，8kHz，16kHzの4段は1947年

に開発されたメカニカル・フィルタが

軍用として始めて採用された。

使用真空管は26本（R－390は33本）

運用温度範【掛ま－400C～＋650C





5．R－392／U R R MF～H F Receiver

lト392は．NationaJGuardとAmly Reserveのjfi

載川多目的受信機として開発，設計，製作されて，1950

年から陸軍に納入された。

R－392は，AN／GRC－19の受信機郡である。

第1図　R－392／UR Rの前面パネル

FR【OUFIJCYlⅣD忙ATOq D仏L rUNCTION Sl…C11

AN／GRC－19は，短波得の中屯力AM（6＾3）と

CW（0・lAl）用送受信機で．亜砥用として設計さ

れ，付加装置を付けることによりRATTと無線中継

が可能となる。

AN／GRC－19の送信機郡はT－195／GRCL19で，

送信周波数範囲は1．5MHz～20MHz，この間の7chを

プリセット・オートチューンできる。

出力は100Wで，通達距離は15ft（4．57111）のホイップ・

アンテナを使用した場合，グランドウェーブで50マイ

ル（80km）に設計されている。

1960年代に入って，次世代のAN／GRC－1O6に換

装されるまで，野戦軍の各部隊で車齢用短波無線機と

して使用された。

AN／GIiCT19の重量は，121ポンド（54．9kg）で

ある。

Ⅰト392の前面パネルは第1図のとおりで，ダイヤル

等の配掛こついて説明を加えておこう。

パネル中央のダイヤルはメカニカル・カウンター方

式で，MHz台はバンド切換スイッチと連動し，klIz台

は中央のカウンターの右下に位置している大型kHzノ

ブと連動している。

kHz chaHgeノブは，PTOに連結され，1回転で

100ltI－lzを可変している。カウンター・ダイヤルの最F

－216－

桁は1巨l盛が200Hzなので，調整が完全であれば200鮎

の周波数直読が可能である。

バンド切換スイッチのMHz chaIlgeは，カウンター

左下の大型九Hzノブにより行うが，内部のギヤ小レ

インによってスラグラック機構を駆動して各hmlz台の

同調をとるようになっている。

ナユーこングシステムは．（その紬）第2図のlトこ190

のl舶抑機構を陣il・化したもので，MHzとkIIzcllal聯

ノブの配隈が逆のため，ノブの位置が入れ替っている

ので注意を粟する。

Carrier Levelメーターは中火の上側に配iI．1さ頼S

メーターの役目をしている。

Can・ier Levelメーターを挟んで，左にはAtlt Triln

が，右にはFunction SwitchとBFO Pitchがある．

Function Switchは6段椚あり，4L4HIはLimiter

On．5段目はNet運川，6段川．土SqucIch onで，待

ち受け受信に使用する。

CarrierLeve］メーターと〃I二カル・カウンターの

間には4個のノブがあり，ノl二からBFO切換，AGC

切換，RF Gain兼スケルチ朋整VR，AFGajn V

Rと並んでいる。

AGC切換スイッチは，2段目がAGC onで，3

段目はCaHbration onとなり100kHz毎の周波数校正

ができるようになっている。

メカニカル・カウンターの右側には銘板が取り付け

られている。その左下にはDialZeroノブがあって，

カウンターの最下桁をCalibration onと併用して0に

合せて，周波数の校正をする。

銘板から1段とんで右下にはBand Widthスイッチ

があり，2kHz，4kHz，8kHzと3段のLC同調

によるバンド幅の切換を行っている。

Band Widthスイッチの左下にはDia］Lockツマミ

があり，固定周波数を受信する場合に使用する。

DjalLOCkツマミの左下にはDiaIDimスイッチがあ

って，暗い場所での運用時にダイヤルを照明する。

以上のように大型ノブを含めて13個のノブ（R－390A

は17個のノブ）が，受信機の操作をし易いように配置さ

れている。

（1）用途：車載用

（2）周波数範囲：5nOkHz～32．OMHz

（3）バンド数：32バンド（各l MHz）

ターレット切換による

（4）中間周波数：I Fl…9MHz～1紬′IHz

I F2…3MHzノーZ MHz

I F3…455kHz

（5）方式：スーパーヘテロダイン

R F2－MI X－I F6－A F2

（6）ラインアップ：第2回ブロックダイヤグラム

参照





なお，ジープ等にR－392単体で措絨する場合は，il主

職マウントMT－836／URIモにより車に固定するが，

T－195／GRC－19と組合せて搭載する場合は，恥椛マ

ウントMTL851／URRを使用する。この場合には，

COntrOl box C－822によりリモート・コントロールが

可能となる。

（その85）から今回まで4回にわたってR－390シリ

山ズのうちからR－388，R－390，R－391．Ⅰト390A及

びR¶392の5機桂について紹介した。

各機器は後に／URRが付いているが．これは（そ

の60）のJ E T D S：TheJoint Electronics

Designation Systemのうち機器命名法として載せてい

るので，その部分をR－390A／URRを例にとって再現

しよう。

R－390A／URRは，頭のRがReceiver，次の390は

型式番号，Aは改装文字である。次のURRは機器命

名法の表から，UはUtility：一般用（機上，艦舟こ‡，地

上（固定，移動を含む）の2以上に使用できること），

RはRadio：無線，次のRはReceiver：受信を意味し

ている。

上記のことから，URRとは地上等で使用する無線

の受信用で，単独でも又は様々な送信機等と組合せて

運用できることを示している。

第3回　R－392とアセンブリーの接続回

一218－

（4）R－390シリーズのまとめ

（その85）～（その88）と4回にわたってR－390シリー

ズのうち，R－388，R－390，R－391，R－390A，R－392

の5機種について，各機器の性能要目等の解説をして

きた。

今回は上記5機種の共通点，相異点等についてのま

とめを行い．一時代前にコリンズ杜がどうしてもては

やされたかの理由についても触れたいと思う。

まとめのために，第1表：R－390シリーズの性能比

較表，第2表：PTOの性能比較表，第3表：使用電

子管の比較表の3表を作成した。

本文中では，第同案による等の表現を使うこととす
ノ

る。

1．コリンズという会社

1ト390シリーズの米陸軍に対する主契約会社はコリ

ンズ杜である。

（その63）から（その84）までの第2次世界大戦中の

米陸軍・海軍用無線機器で，コリンズ杜の名前が出て

きたのは一郎の艦艇搭載用と，戦争末糊の航空機搭載

用だけであった。

1983年にコリンズ社の内部資料として配布されたThe

First50years：AHistoryofCo”insRadioCompany

and Collins Divisions of RockwelIInternational

（KenC．Braband鼠　220ページ）によると，コリンズが

本格的に軍に納入を始めたのは，1940年（昭和15年）に

TCSの送信機と受信機からのようである。

TCSはmanuallytuned（手動同調）の送信機と受

信機であったが，同年に商用の17D，17Fという最初

の航空機搭載用autotulled（自動同調）送信機が完成し

た。

このオート・チューニング技術を元手に，翌1941年

には艦載用のTDO，TDHl～4と機載用のAN／

ART－13各送信機が海軍に納入され始めた。

1942年にはART－13のgrouIldversion（艦載用）と

してTCZ送信機が納入され，1944年にはAN／AR

C－2というautotuned ajrborne transceiver（自動同

調機載送受信桝）が納入されて，AN／ARC－5CoITl・

mandSetsとして知られている手動同調の送・受信機

群との換装がはじまった。

このトランシーバー（送受信機）のオート・チューニ

ング技術と，その基盤技術により，1945年から1965年

にかけてのコリンズの黄金時代が現出したのであった。

コリンズのオート・チューニング技術が確立される

以前は，すなわち第2次世界大戦中の航空機搭載用無

線機は，手動同調をせざるを得なかった。





第2表　PTOの性能比較表

周複数柁間 キャリ7レーション・

リニアリティ（Hz】
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l．7V．10日In
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10HUnlpad

l7VIllh1imMll．

n（1lond

l．21V111it1imM11，

noload

オー7／の市無
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は・J凋l川払い〔H・5■C～叩Ocの日日こ上目ナるもの。

第3表　使用昭子管の比較表

lト388

／URR

lト390

1ト391

／U R R

Iト3り0∧

／U R R

lト392

／U R R

6AJ5
6BJ6

6DC6

26A6×2

6∧K5

6BA6×2

6BE6×3

6∧J5×2

6Cノl x3

57掴

GC′IX3

565イ×2

5749

6AJ5×2

26C6×2

26D6

6AK6
6BJ6X5

6Alく5

5749×3

26AGX6

6A（15

悠12Ax7

6A K6×2

12∧T7

％12AU7

6∧lく6×2

5814A X2

6AJ5
26A7GT

6上3∧6×2

12AU7
12AX7

昆lZAX7

68J6

12AU7X5

悠lZAU7
5749

5719X2

58日Ax5

6AJ5×2

12AU7×5

26∧6×3

第2表の周波数ドリアトの項を見ると70Ⅰト12はオープ

ンが入っている状態では±100Hzで．現川機誤として

も使える値を示している。

70H－2は＋1200Hz／憎300Hzと記戴されているが，

これは注に示されているように4．50C～490Cの外気温‖寺

の値で，オープンを入れた状態では70H－12に近い値を

示している。

オープンを入れると，高温のためPTOの寿命が短

くなるとか，電気を100W位消費するため，オープンを

切って使う人が多いが，測定時や性能表示には必ずオ
ーブン・オンの状態で計札　表示されるように。

なお，MI L－SPECはオhプンを入れた状態で定

められているので，安心して入れたまま使ってよい。

70E，70Hとも1回転当り100kHz，1MHzを連続し

て読めるようになっている。このためダイヤルの0～1000

kIIzのリニアリティが問題になってくる。完全に調整

されたPTOではオーブン・オンで数100Hzの誤差し

か生じないが．オーブン・オフでは±3kIIz位の誤差

を生ずる。この値が±5虹王Zを越えたら再調鬼が必要

である。

70JタイプはBFO（13eatFrcqucl1CyOsc川ato，）川

の1）T0で，70J－1は1ト390，Iト391，1ト390Aに，

70ト2はR－392に使用されている。

マニュアルでPTOの回路図を見ると，70Eタイプ，

70Hタイプとも発振回路はハートレー回路が使われて

いて，簡単に調整が可能なように考えられがちだが，

一220－

PTOは内部を開けないように表示されているように，

メカニカルな調並はマ二ュア／レなしでは無理なので，

計測器を入手して，マニュアル通りの調整をされたい。

コリンズは，スラグ同調とスラグ・ラック（周波机

よりコアを上下させる機構）を駆使して，Ⅰト390を例にと

ると，32バンドを商用波同調ユニットわずか6個でカ

バーし，局発火品片の切換スイッチは32接点あるが．

水晶片を共用することにより第1局発用の水晶片は5

個，第2局発用の水晶片は18個で32バンドをカバーし

ている。

6個の高周波同調ユニットを切換えるバンド・スイ

ッチは，GenevaSystemとOvertraveJCouplerによ

って切換えられ，Z Mllz以上のスラグ・ラックはM的

ツマミとkHzツマミの両方で差動ギア（DiELerential）

を介して動かしている。

kHzツマミは，PTOのシャフトと01dhanlCoupler

を介して直結されていて，節lIFのCan Rack，第

2可変IF，500kfIz～2MHzのRFスラグ・ラック

はそれぞれのギアを介して結合されている。

上記のように，ごく一部分を紹介しただけでも，電

気的機構と機械的機構が組合されて芸術品？のレベル

にまで到達させている。このメカトロニクス・システ

ムの手ざわりが，米国と同様に日本にも熱心なコリン

ズ・フアンを生んでいる理由の1つに数えられている。

モーター駆動機脚こついては，R－391だけなので割

愛する。
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第1素　周波数スペクトラム表

ボックス）が変更されていることがわかる0

ィ．27．OMHz～38，9MHヱ帯

27．0～38．9Nlrlz鞘は，砲兵部隊に剤慨てられた周波

数椙であった。

あの周波数相は，第1図のVRQ－2，GliC止5，

GRC－6，VIミC－9，VliCr14そjLに表には戦って

いないが，ⅤⅠミC－17，VlモC－21の各システムを組合

せて砲兵部隊は運川し，近距離連絡用としては1）1くC

－9と47．0～58．仙1HzのVlミC－7が使用された0

－222－

●▼

27．0～38．9MHz紳右砲兵郎掛こ割当てられた周波

数冊であった。

この周波数相は，前号第1表のVRQ－2，GRC－

5，GRC－6．VRC－9，VRC－14そ1日こ表には載

っていないが．VRC－17，VRC－21の各システムを

組合せて砲兵部隊が運用し，近距離連絡用としては1’

RC－9と47．0～58．仙4HzのVRC－7が使用され砧

砲兵那膵用のAN／GRC－5は，第1回の各機器等

の組合せで構成されている。

第1図は，左側のRT－67／GRC（送受†許隈：送倒





第2回　RADl0　SET AN／VRC－21のシステム仙成

））161V／ZW）とR－109／GRC（受倍機・‥後述）の送

受信機＋受間借の組合せと，捌■」の47・0～58・仙ⅢZ冊

の1くT－70／GlミC（送受fEi問‥送†封＝力　0・5W）で川成

されている。

＿車鵜川のAN／VlくC－21は，第2回の各機端等の組

合せで構成されている。

那2剛ま，1くT－67／GlミCとR－109／GIミCの送受

信機＋受信機の組合せだけである。

第1怪1のGRC－5と第2回のVRC－21との相異点

は，RT－70／GRCとControIGroup AN／GlLA

－6，ControI C－435／GRCが構成機器から外され

ている点で，同じMT－297／GRCに搭載して使川さ

れている状態がわかる。

ウ．38．OMHz～54．9MHz帯

38．0～54．帥IHz相は，歩兵部隊に割当てられた周波

数鞘であった。

この周波数削右　前号第1表のVRQナ3，GlそC－

7，GRCr8，VRC－10，VRC－15それに蓑には峨

－224一

AN／GRC－7のシステム捕成

っていないが，VRC－18，VRC－22の各システムを

組合せて歩兵部隊が運用し，近距離連絡用としてはP

llC－10が使用されていた。

歩兵郡隊用のAN／GRC－7は，第3回の各横網

の組合せで構成されている。

第3回は，左側のlrl’－68／（；liC（送別潤：新川

ノJlGW／21V）とR－110／GRC便Ii渦・・・後述）の送

受信機＋受†云機の組合せと，川川的47．0～5・仙1刷

0）1そT－70／GliC（送受Jif塵：i飢言出ノJ u，5W）で削

されている。

jt用川のAN／VRC－18軋第4回の裾機器等塊

合せで構成されている。

第4回は，1ミT－68／GRCとⅠトllO／Gl～CO）朗

†r言恍＋受†誹隻の組合せだけである。

雛3図のGIくC－7と椚4匝lのVlくCェ18と捌粧鋸

は，lr1、－70／（川Cが仙射帰腑‥〕外されてい初

で，そのためMrll（マウンティング）とC（コントロHル●

ボックス）が変更されていることがわかる。

ANTENh

SWl化Hl

RELAY

工．G R

2（）．仙／l

隊，砲兵

数邦を腱

次にl摘

要目につ

1．R T

（1）川





（6Ilい聞周波数：l Fl…4．45MHz～5・45MHz

I F2・・・1．4MHz　（lモT－68）

（7）貿倍方式：スーパーヘテロダイン

1ミFl－MI X－I F3RAF2

（8）ラインアップ

受信：6Alく5rlR5－1U4－1U4－－1R5冊lU4

3A5M3Q4N3Q41L41S5

‾lU卜1L卜1A3×2【3Q卜三宝；］

送信：1／Z・3A5－1R5×2－1／2・3A5品3A4山

lAE4×2－3B4×2－2E24

ブロックダイヤグラム（第5回）参照

（9）所要電源：PP－109／GR　12V DCll．5A

PP－112／GR　24V DC　7A

のいずれかを使用し，送信回路に450

V，250V，150V，100V，85V及びⅦ

27Vを供給し，受信回路には105V，

85Vを供給して，ヒーター回路に6．3

Vと5．6Vを供給する（送侶H日時）

寸法：9×13Xll・1／4インチ

1MC岩
XTAL房

24ポンド

使用電子管　27本

内訳lA3×2，1AE4×2，1L4×2，

1R5×4，1S5×1，1U4×4．2E24×

1，3A4×1，3A5×3，3B4×2，

3Q4×4，6AK5Xl

SOU〔LCH BlAS

2．R T－70／GRC　（AN／VRC－7）

（1）用途：近距離戦術用

（2）通信距離：専用アンテナを使nlして，1マイル

に設計

（3）周波数範囲：47．OMHz～58，4MHz

（4）送信出力：F3　0．5W

方式：主発振＋水晶発振

（5）バンド数：1バンド，連続送受信

2chプリセット可

（6）中間周波数：I Fl……15MHz

I F2……1．4MIIz

（7）受信方式：スーパーヘテロダイン

R FluMI X－I F4－AFl

（8）ラインアップ

受信：1AELl－lUJI－1U4－1U4mlU4－1115

1U4

－1L4ⅦlU4山lL4LIIそ5「3Q4

1S5

送信：3Q4－3A5－3Q4－3Q4」一3134

1L4

ブロックダイヤグラムは第1図参照

（9）所要電源：専用のAM－65／GRCを使用

PPL281／GRC12V DC，

PP－282／GRC　24V DCを差

し替えて12V又は24Vのいずれかに

より90V DC　80ImA，6，3V　5加

ImAを得る

AM－65は．1ト110，RT－68及びR

T－70の音声出力ミクサーを内蔵し．

第1回　RT－70／GRCのブロックダイヤグラム
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窮4図　R－109，R－110／GRCのブロックダイヤグラム

lL4岬1＾3－1S5－3Q4－3＾5

1S5　〟　3Q4　0B2

ブロックダイヤグラムは第2図，第4図参照

（7）所要電源：PT－448／GR　6V DC　3・5，

PP－281／GRC　12V　2．0＾，P

P－282／G R C　24V D C l．5

Aのいずれかを使用し，135V DC

70lnA，6．3V DC ZAを得る

（8）寸法：9X13×7・1／2インチ

32ポンド

内蔵の4．3MluIz水晶片により，4－3MIIz

掛こ周波数の校正可，用度は±（＝11％

感度は0．5／′Ⅴ以上（S＋N／N，25dIj以

上）バンド腑は，6dB dow11で85

MHz以下

音声出力は，スピーカー0・5W，イヤホ

ーン40111W

使用電子管15本　内訳

0132×1，1∧3×1，日ノ4×2，lS

5×2，1U4×3，3A5×2，3Q4×

2，6AK5X Z

GRC／VRCシリーズのうら　糾鮮恍舛州yJから

使用された機器帥こついて解説した。

電子管式のGRC－3～GRC－8シリーズは，糾鮮

戦争後も使用され7こが，1960年代に入ってトランジス

タの信頼性がMILTSl）E’Cを満足し，固休化が進ん

でAN／VRC－12シリーズに換装された。

VRC－12シリーズは，ベトナム戦争の主力VHF・

FMシステムとして研究，開発，生産，迎JIH目した。

一228一

VRC－12シリーズの主隅成品は，RT－246／VR

C，RT－524／VRC，R－442／VRC及びAT－912／

VRC又はAS－1729／VlモCで，この主構成品の組合

せにより，VRC－12，VRCr43～VRC49の8性の

バリエーションがある。

これらの機矧附こついては，いずれ紹介したい。

（Ⅰそし／VllCシリーズについて，（その9日）～くその

92）の3t中日こ分けて述べてきたが，用波紋スペクトラム

訳に戦っている恍甲郡豚近醐維連絡川の1）1くC－8滴

兵郡阻止耕作連掛りのⅠ）ⅠミC－9，歩兵部隊近肘覗連緒

川のPRC－6と1－ⅠミC－10，その他の1－RCを含んだ

1）RCシリーズにつし－て椚説を加えることにする。

1）R
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〕 凵汢H 十 �� 

第1回　PRC－6の回路図

形状は，敵陣営から視認しにくい形と大きさである

こと。

電源としての電池は．送受信機本体からの取外しが

容易にできること。

送信モードはFMの電話とし，チャンネルは44ch以

内で．そのうちの1chのプリセットが可能なこと0

電池の谷出は，最低でも4時間の使用ができるもの

で，送信と受信の電流容立は2対1の割合とすること。

最後に，マイクロホンとヘッドセットは，本体に取

り付け可能とし，機器を持っていない手は自由に使え

ること，という条件が提示された○

上記の条件を満したハンディトーキの各社による開

発兢争が開始された。

最初に開発モデルを完成したのは，BC－611の納入

時も米陸軍SignalCorpsの主契約者であったモトロー

ラ社であった。

ミニチュア管を使用したモトローラ杜の開発モデル

は．実用中の他のVHF・FM機器と比較しても小軋

軽出で，形状も上記条件を満足するものであったが・

送受信横本体と電池込みの亀出が11ポンドく4・994kg）

になって，設定条件を消すことができなかった。

モトローラ祉は，一新しく開発されたサブ・ミニチュ

ア管を使用した開発モデルを，ミニチュア管モデルと

平行して開発し．小軋軽址化のためにFM回臥多

段増幅回路等のモジュール化も試みていた○

しかし．開発競争は，サブ・ミニチュア管の研究，

開発，実用化の最先端を走っていたRaytheol一杜に有利

に展開した。

Raytheon杜の開発モデルは，設定条件を満足して‾

番乗りを上げ，次いで生産モデルに移行して．AN／

PRC－6は完成した。

Raytheon杜のAN／PRC－6の概要は．次のとお

りであった。

－230－

A．Genera］：

1．Frequency Range：47．0～55．4MHz

2．Avajlable Chantlels：43，＠200kHz spacing

3．Number of Preset Frequencies：1

4．Range：l mile

5．Dimensions：14”×5・1／2〝X4・1／4′′

6．Weight：6．75pounds

B．Recejver：

1．Sensitjvity：0．7microvolts

2．Power Drain：490mA＠1．25voIts（01613

W），15mA＠45volts（0．675

W），tOtall．288W

写束2　PRC－6の外紙
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（6Ilい聞周波数：l Fl…4．45MHz～5・45MHz

I F2・・・1．4MHz　（lモT－68）

（7）貿倍方式：スーパーヘテロダイン

1ミFl－MI X－I F3RAF2

（8）ラインアップ

受信：6Alく5rlR5－1U4－1U4－－1R5冊lU4

3A5M3Q4N3Q41L41S5

‾lU卜1L卜1A3×2【3Q卜三宝；］

送信：1／Z・3A5－1R5×2－1／2・3A5品3A4山

lAE4×2－3B4×2－2E24

ブロックダイヤグラム（第5回）参照

（9）所要電源：PP－109／GR　12V DCll．5A

PP－112／GR　24V DC　7A

のいずれかを使用し，送信回路に450

V，250V，150V，100V，85V及びⅦ

27Vを供給し，受信回路には105V，

85Vを供給して，ヒーター回路に6．3

Vと5．6Vを供給する（送侶H日時）

寸法：9×13Xll・1／4インチ

1MC岩
XTAL房

24ポンド

使用電子管　27本

内訳lA3×2，1AE4×2，1L4×2，

1R5×4，1S5×1，1U4×4．2E24×

1，3A4×1，3A5×3，3B4×2，

3Q4×4，6AK5Xl

SOU〔LCH BlAS

2．R T－70／GRC　（AN／VRC－7）

（1）用途：近距離戦術用

（2）通信距離：専用アンテナを使nlして，1マイル

に設計

（3）周波数範囲：47．OMHz～58，4MHz

（4）送信出力：F3　0．5W

方式：主発振＋水晶発振

（5）バンド数：1バンド，連続送受信

2chプリセット可

（6）中間周波数：I Fl……15MHz

I F2……1．4MIIz

（7）受信方式：スーパーヘテロダイン

R FluMI X－I F4－AFl

（8）ラインアップ

受信：1AELl－lUJI－1U4－1U4mlU4－1115

1U4

－1L4ⅦlU4山lL4LIIそ5「3Q4

1S5

送信：3Q4－3A5－3Q4－3Q4」一3134

1L4

ブロックダイヤグラムは第1図参照

（9）所要電源：専用のAM－65／GRCを使用

PPL281／GRC12V DC，

PP－282／GRC　24V DCを差

し替えて12V又は24Vのいずれかに

より90V DC　80ImA，6，3V　5加

ImAを得る

AM－65は．1ト110，RT－68及びR

T－70の音声出力ミクサーを内蔵し．

第1回　RT－70／GRCのブロックダイヤグラム
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←CORDLADELLEO　匡ロ】

RECHVER一日日用SMけTFR

㊥仁エコ

蒜、‾’◎
◎

LOCAL CO日用0L

C－434／GRC

R【MOI【　　　　LOCdL

置配電，…亡‖0鳳．

HAHOSET H－358／PT

使川電子管の規橘は前号第1衷参照

受信感度：0．7〃V S／N12山i

（15kHz変調のln川r入力時）

選択度：75kllzで6dB低下

低用波出力二600n

主発振：AFC付ハ山トレイ回路

マイクロホン入力インピーダンス：

15DJユ

使用アンテナ‥ATL271A／1，RC

‥・10フィート，マルチ

セクション・ホイップ

AT－272A／PRC・”

鋼 ＝＝＝＝＝コ TEL印HONFW偶E �$Tﾔ�T4�ﾕ$����8�ﾃC38�舫$2�蘭Ll慣◎ 
川PTO2MH＿ESI ��

HANDSET HR558／PT

ControHa叩UPAN／GRA－6との接続

3フィート，セミリギ

ツト・スチール・テー

プ型

用波数校正‥内蔵の水晶片により，

2・15MHz毎に送受信周

波数の較正を行う
（13）構成器材の一般呼称と器材の正式名称

RadioSet：RadjoSetsAN／PRC－9A＆

AN／PRC－10A

Receiver－Transrhjtter：Receiver－Tra・

PUL父一川比ME催WOR

nsmiHers RT－175

A／PRC－9＆R

T－176A／PltC嶋

LongAntenna‥Antem一aAT－271／PRC

ShortAntenna‥AntennaAT－272／PftC

Springsection‥AntennaSprjngSection＾8

－129／PR

Vehicularpo、Versupply：Amp）ilier→PoIVCr

’Supp】y Ahト589

Carr｝・ingbag‥BagCW－216∧／PZモ

Battery：Batler）・13＾－279／U

BeJtsuspendeJ▲S：13cltSusl）endersnト1945

Har．leSS：Carrl，i・一gIIarllCSSST－lioA／P

R

蝕Ierycase‥CaseCY－744A／PRC

Diserin－inatorcan：DiscriminatorTransfor・

mer TF－204／U

PRC－9人／－10AはI第1回のように背負式とし

て里蝕で運川するだけではなく，2台を使川して醐

中継（1台が封乱て・その－鍔を他の1台が送†封をす

那固プラグイン・ユニットの内部用邁（PSGと■Fアンプ）

－238～
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窮1回　RA．17のブロックダイヤグラム

なお，民生用としては1972年に米国で版売された摘

ア製のXCR－30・Mark2．1976年にはドレーク・ブラ

ンドのSSI1－1が国産化され．同年八重洲無線からも

FRG－7が売り出されて，ワドレ一・ループ方式は一

躍有名になった。

IiA．17の前面パネルは写真1のとおりで，ダイヤル

等の配掛こついて説明を加えておこう。

RA．17のパネル面の操作は，人間工学的に完成され

たもので，コリンズのⅠト390シリーズとほとんど似か

よった配置になっている。

パネル中央のダイヤルは，Iト388と同じアナログ表

示方式である。

上部のkHzダイヤルは，全長184cmのフイルムに0

から1000kHzを1kHz毎に背き込み，右から左へ0

～1000kllzが移動するようにし．15・3cm幅のダイヤル

窓内に受信周波数±約50kHzが襲示されるように設計

されている。

kHzノブは．11．5回転で1100kHzを可変しているの

で，1回転当り約100kHzが可変できる。そのため，バ

ンド幅を3kHzにしてBFOのピッチを操作すると，

SSBの根調も容易である。

フイルムに哲き込まれたダイヤル目盛は，1日盛l

kHzになっているので，調艶が完全であればl kHzの

周波数直読が可能なだけでなく，1目盛の半分の500Hz

を読みとることもできる。

バンド切換は，ダイヤル右下に位旧している大型MHz

ノブにより行うが，ワドレ一・ループ方式の特徴であ

る無接点バンド切換のため，各hⅢZ台の蛮示は川Z

表示ダイヤル下部の3・0川幅のMHz表示ダイヤル窓の

中火線上に受信するhltlz台を合せることによって表示

される。

Sメーターは右上州に配聞きJL．20叫Aの電流計を

左下にあるメーター切換SWにより．上側はAFレベ

ルを，下山帖まRFレベルを表示しているo

Sメーターの右下側はトヒからAE．Tune（アンテナー

トリマ），次にAE．Range MIIz（lB波紋制順）SlVが

あり，0．5～30MHzを7段階で切換えている。その下

にAE．Attenuator（減衰器）SlVがあって，10dB掛二

0～40dBまで5段階に切換えられる。

減衰誰の左州には，AF．Gain（ボリューム），AF・

Lebel（半固定ボリューム）．Mai一一SW（屯源スイッチ”l

日本とは適で，ONは下方へ、OFFは上方にスイッチを倒

す。なお，その他のSlVb同じである），

次のMode切換SWは，右からStand－B）㌧MAN．

AVC．Cal，Check BFOの5段階に切換えられる○

左にLimiter SlV，BFO SWがあり，その左のA

VC SWは2段階で，Shorlはchargeが25m皿／sec．

discharge・が200m皿／secで，Longはchargeが200m／

sec，dischargeがlsecである。左端のBand“・idlh S

Wは，100Hzから8kHzを6段階で切換えている。

パネルの左伽＝こはトH川から2．5吋スピーカー（50・111＼り

があり，その右下にはスピーカー011／orf SWが．左

ウ40－
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